















































































































る。1923 年 11 月頃の《自画像》（20）は、眼球は正面を見ていない。うつろだ。
鏡の前でも眼をやや伏せていたのだろう。もはや何も見ていないようだ。悲
しむふうでもある。なにか終わりかけていたものへの哀惜の情の告白か。心














































　アルトーは、1937 年から 1946 年までロデーズの精神病院で治療（あるい
は治療とは言えない非治療）を受け、多くのデッサンを制作したが、退院直































ルディエールが改竄したという説である。退院許可した後（5 月 11 日以後）
も、幻覚的デッサンを描いていると困るし、退院後（5 月 26 日）のアルトー
は健康になったのだから、1944 年であれば、この「自画像」等による芸術療
法の成果を強調できると言いたかったのではないかというものだ。最初の可
図1　La Tour du feu, no. 63-64, décembre 1959, 















も似つかないと言いながら、1947 年 5 月のピエール画廊の個展では「アン
トナン・アルトー、ロデーズ」というタイトルの自画像がこの自画像らしく、












































































































































































































































































































 （1） 本論文は、成城大学特別研究助成金「他者の風景」（平成 20 年度～ 21 年度）
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の成果として書いたものである。
　 （2）	 北山研二「演劇の可能と不可能 ―ジャリ、コポー、アルトー」『岩波講座「文
学 5」』、岩波書店、2004 年、pp. 165–186。





可能と不可能 —ジャリ、コポー、アルトー」、pp. 173–184 を参照せよ。
　 （5）	 この時期のアルトーのデッサンと肖像画類は、アルトー／デリダ『デッサン
と肖像』（ポール・テヴェナン編、松浦寿輝訳、1992 年、みすず書房）[Antonin 
Artaud, Paule Thévenin, Jacques Dérrida, Antonin Artaud Dessins et 
portraits, Gallimard, Paris, 1986] を参照せよ。
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1987, p. 50.
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は注目する。Cf, Jean–Luc Nancy, « Le visage plaqué sur la face d’Antonin », 
Antonin Artaud, catalogue de l’exposition « Antonin Artaud », sous la 
direction de Guillaume Fau, Biblilthèque nationale de France, Paris, 
2006, pp. 15–16.
　 （8）	 アルトーは、「『私』je、それで私には十分だ。／（改行）私の認識ではなく
／『私』という行為」、Antonin Artaud, Œuvres complètes XXI, Galimard, 
Paris, p. 306。
　 （9）	 ヤーコブ・ブルクハルト『イタリア・ルネサンスの文化』（1、2）、柴田治三
郎訳、中公クラシックス、2002 年 [ Jacob Burckhardt, The Civilisation of 
the Renaissance in Italy, 1878 [ﬁrst published in German, 1860].
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　 （11）	 田中英道『画家と自画像』、講談社学術文庫、2003 年［初出、日本経済新聞社、
1983 年］。
　 （12）	 Georges Bataille, Pierre Klossowski et André Masson, Acépahale, no.1, 
Éditions G. L. M, 1936 ; Acépahale Religion Sociologie–Philosophie 1936–
1939 ; réédition, Éditions Jean–Michel Place, 1980].
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　 （13）	 ジル・ドゥルーズ＝フェリクスガタリは『千のプラトー ―資本主義と
分裂病』宇野邦一・小沢秋広・田中敏彦・豊崎光一・宮林寛・守中高明
訳、河出書房新社、1994, pp. 213–214. [Gilles Deleuze et Félix Guattari, 
Mille Plateaux – Capitalisme et schizophrénie, Éditions de Minuit, coll. 
« Critique », Paris, 1980, p. 213]。
　 （14）	 《自画像》、1919 年頃、木炭、署名なし、日付なし、23.5×15.5cm、アンリエッ
ト・ラミー蔵、フランス。Cf. アルトー／デリダ『デッサンと肖像』、p. 255。
　 （15）	 《自画像》、1920 年頃、木炭、署名なし、日付なし、『火の塔』誌第 63–64 号、












　（20）	 《自画像》、1923 年 11 月頃、鉛筆、署名なし、日付なし、21×13.5cm、個人蔵。
Cf. アルトー／デリダ『デッサンと肖像』、p. 258。
　（21）	 《自画像》、1923年 11月 28日、ペンとインク、1923年 11月 28日投函の手紙で、
著名はあるが日付のない手紙の 2 枚目に描かれている、27×21cm、個人蔵。
Cf. アルトー／デリダ『デッサンと肖像』、p. 258。





巻頭に掲げる― に収録されたもの、複製画の写真寸法 23×14.5cm, 現在所
在不明。Cf. アルトー／デリダ『デッサンと肖像』、p. 258。
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